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　　 第 3 圖　A ： キ ジ ノ ヲ シ ダ葉基の 申央部

　　
」
横 切面 ル P ぺ 岡 ，

B ： 同じく根基 の 横切

　 　 面 ル 印ぺ 圖

ツ と岡樣で あつ て ， これ を包圍する維管束鞘及

ぴ奉本組織 も叉 同樣で ある．内容物も同樣で あ

る．

　根莖の横切面 （第 3 圖 ： B ）を ル 冖ぺ 及顯微

鏡で檢す る に 中央の髓 （第 3周 ； B ・ M ）は黒

褐色 の 不整三角形を呈 し， その 周圍に輪列す る

大維管柬 （第 3圖 ：B ・ GU ）の 數は 3 〜 5箇で

ある。その 他は何れ もヤ マ ソ テ ツ と相逹黠牟な

v 丶

オ ホ キ ジ ノ ヲ 　Plagiogyria　erUph ］ebia

　　　　　　　　　 My．TT

　材料 牛尾山 （山城）・ 赤 目 （伊賀）・ 湯 ケ島

淨蓮瀧 G伊豆 ）で探取 した もの を實驗材料 に使

用 した ．

　形 質 葉基 。 根莖共 に總て キ ジ ノ ヲ シ ダと同

様で 旺別が な い 。

　 購逡　葉基 の 表皮の 外壁が 木化 。 枹化 して い

なV・點以 外は總 て ギ ジ ノ ヲ シ グ と同様で ある．

根莖 も又 同樣で ある．

　鬪版 略字解　End　丙皮，　 Ep 表皮，　 Pt・FII 厚

表繊維組織 ，
G 　維管束 （Gl 小維管束 ，

　 GII 大維

管束），
M 髓 ，

　 P 柔組織 ，
　Pc 内鞘 ，

　 R 皮部，　 s

篩管 ，
E　ta　澱粉粒 ，

　Ta 　タ ソ 昌 ソ
，
　 Tr 　假導管．

　昭和2｛年 9月20日　　　　　　 　　　　　　 ・

　　　　　　　　 （京大藥學科 。 生藥i鼓室）
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本　郵　生　藥　の 　現　魂

木　　村 康　　
一・

K ・］K琅 uRA ： The　Present　of　Drugs　in　Jal）an ・

　 　 　 　 　 靠

　生藥關係を専 ら取扱 う本誌 「生藥」 の 性格

上 ， こ こ に本邦 に於 ける生藥の 現在 の 歌況 を
…

應整理 して 紹介 し， その 將來 に 於ける見通 し も

考 えて 見たい ．我 國生藥の 成立ちを考 える の

に ， その 始わ ，1い うまで もな く他 の い すれ の 民族

に於 て の もの とも同 じ樣 に ， 天産物を色 々 エ 夫

して 騰い たで あろ う．併 しそれ等の もの に つ い

て は ， 僅 に慱論に よるだけで ， 確な事は分 らな

い ．唯 p 大陸 との 交通に より他の 文物 と共に朝

鮮次 い で 中國更に叉印度方面 の 醫藥が 我國に傳

え られ， 近代新に 西洋醫學の 紹介 と共に 探入れ

られた西洋 の 藥 （化學藥 の み な らす數多 くの 生

藥を含む）及びそ の 使方が 我國に 傳 わ り廣 まる

まで は ， それ等在來の 所謂漢藥と し て知 られる

生藥及び その 使 い 方が 我が民族の 閤に廣 く採 ゆ．

用 い られて い た譯で あ る ．

　生藥の 使 い 方は生藥：その もの を 用い る 事か

ら， 生藥 を調合 す る事） …欠には生藥に 手 を加

え ， 製劑 し， 更に進ん で は生藥か ら有効成分を

取 り出して 用い るとい う ように ， 生藥の 用 い 方

に も進 化 を示 した ． 翼に 今 観で は生藥の 有効域

分を化 學的に手 を加え て ， 融作用を減じ或 は除

き或は効力を高め る等工 夫 されて い るばか bで

な く， 從來生藥として は知 られて い な V ・他 の 天

然資材か ら薬が 取 り出さ れ或は合成 さ重L 丿 藥の

世界に も大 きな進歩が 見 られ る．

（46 ）
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生

　從 つ て
，

一
般の 人逹の 中に は最近 の 新 しい 藥

の 宣俾 の 華 々 しさ に氣を取 られ て ， 生藥を全 く

前世紀の 遺物の 樣 に忘れ去ろ う とする者 も少 く

ない ．

　實i際昔の ままに 野草を或は生藥 をそ の まま煎

し7t　b等 して 用い る原始的な用法 は， 止 むを得

ない時 の他は ， 徒に使者の 時聞 と手間を わ す ら

わ し， 且 つ 叉 それで は服み難 い ， 叉携帶や保存

に も都合が悪い とい う樣な色 々 な不便が あ り，

薬の 道 に携わ る者 とし て は そん な不 便を世 の 人

に 強い て お く事は責 を果さ ぬ 事に なる．從つ て

生藥その もの を服 用者 に 直接張い る事は ， 暹か

れ 鴨 れな嚇 に轡 て行 くの が我 々 の 仕事で

ある．と云 つ て も， 藥界 か ら生藥が姿 を消すの

で は な い ．製藥或は製劑の 原料 として 生薬 の 持

つ 使命は ， 化 畢的合成藥や醗酵製劑 ， 組菌製劑

或は血溝， ワ ク チ ン等 と相並ん で 釜 々 増す もの

と考 える．殊に 只今の 樣に合成品の 腓 1や 資料

の 行 きつ まつ て い る時 に は生薬の 使命は更に大

き い ．

　唯それ に は， 輸入 生藥は さ て お き ， 邦産の も

の の 持 つ て 行 き方に 大きな努 力が拂 われ なけれ

ばな らな い ．生藥 も從來多くは取引上 の 値打 を

主 に し， 利釜の ある もの が重んぜ られ取扱わ れ

た もの と考 え られるが ，

今後は國民 の 保健衞 生を

主に し，
一方叉蝓出商品

とし て値打 をも考 知 國

家夛 研 究者， 技術者ヌ 取

引者 i 生産者等總て が 力
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　　　それは從來の 漢方的な使い 方で ， 叉 は民間療

　　法的に 漢法を利用す る讐家に より叉 は家庭に 於

　　 て 用 い られ て 居 り， 殆 ど全 國的 な もの で ある

　　が ♪ 淌費され る生檠 の 量か らい え ば大 き くは な

　　い ，そ の 淌費される量は藥劑師の 調劑用 も含ん

　　で 杢體の 3〜4％ に過 ぎない ．併 しその 常用 の 約

　　100種の 生藥の 中， 僅に大黄， 麻黄， 甘草， 桂

　　皮，求等 の 數種が缺けて も， そ の 治療上 に は 殆

　　ど致命的な差障 りを來す の で ある．しか もそれ

　　等 は 甲國か らの 輸入品に 多い の で あ る。其他 の

　　大部分は簑藥製劑の 原料 と して 費され る．そ の

　　甲， 局方製劑原料向と薪藥新製劑原料向 とが 合

　　せ て 3D〜35％ 家庭藥原料向が 60〜65％で ， 生

　　藥が家庭藥と して 一般民衆に 親しまれ る もの 原

　　料 に ま わ され る量はあなどれ ない ．（第
一表）そ

　　の 他生産に 餘俗が 蜘 ， （例 えば黄連）又は 國内

　　の 需要 よ りも中華民 國等に需要の 多い もの （例

　　え ば枳實 ， 枳 轂の 名 で 扱 わ れる代 々
， 夏密柑，

　　密柑等 の 柑橘類の 未熱果實 ）約20品が蝓出 され

　　 る．（第二 表）

　　　以上 の 國内で 滔費され る生藥の 甲， 國産 の も

　　の は量に二
．
して 50・− 60％， 金額に して 35〜 40　％

　　で 丿 そ の 餘は輸入 に 悖つ もの で ある．

　　　　 第　　一　　表

　生藥 そ の もの と し　　　　　　　
一和 漢 藥 專 門 店一

て 使わ れ る もの　一一量（3− 4％ ）
一一藥　局　調　 劑

　　　　　　　　　　　　　　　 醫　師　調　 劑

　　　　　　　　　　　　　　 一病 院 及 會 瀧 ，

　　　　　　　　　　　　　　　 工 場等 の大口需要

一製 藥 製 劑 原 料
一
一（3°− 35％’

・：霧爨黷 靆
商品 と して あらわれない 民 間で の 淌費

を合せ ， 合理 的な生 藥或は 製藥製劑原料 の 確保

生産を考 えて 努め なければ ならな V丶

　世界の 丈化 の 進ん だ闘々 に於て は ， 今や擧 つ

て 藥の 入 工 的の 生産に 心を注 ぎ，
っ き進 ん で 居

るが ， それ等の 國 々 に 於て も上 に蓮 べ た樣な理

由だ けで も， 生 藥の 重要性は益 々 根 強い もの と

な つ て 居る．特 に 中華民國や我 國 の 槻 こ， 生藥

その もの と し て で は あるが ， そ の 用法 が過 去に

於て相當組織約、C 進み且 つ
一
般 化 した 國に 於 て

は ド 般 の 生藥利肘 こ就》・て の 習 わ しぱオ艮張い

も の で あ り， 且 叉それが國民 の 保險衛生 に 爲に

なる所 は甚だ大 き い の で ある．

　　　　　　 一
（60− 65銘）一一

冢 　　庭　　藥　　製 　　造

　以上の 數宇は 大體戦爭中の 統制扱 された 約

100品目の 生藥に つ い て で ある が ， これで 凡そ

我國に於 ける 生薬の 淌費の 様子 は うか が われ

る．

既の 中に は麻黄の よお に ， そ の 大部分が エ フ

ェ ドリ ン 又 は その 誘導體の 製造原料 に費され る

もの もあ る．叉 ， 甘 草は生藥巾輸入量の 最 も多

く， 殆 ど家庭藥 向に 浩費され るもの で あ る が ，

しか もそ の 量は醤油や 獅煮等 の 督味線 こ滔費す

る量に 比 べ れ ば
」

ん〜1
ん で ある・

　生薬の 統凋中 ， 日本生藥統 制會砒に 統｛鼬を指

定され て 居た もの 以 外 に 大 きな もの は ， 人參 ，

（4了 ）
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五倍予 ， 除蟲菊， 薄荷等 で ， 別に各 々 單
一

な統

翻機關1が あ 1）， 膿林省開係 の 級 い に な つ て居

た．叉 ， キ ナ 皮， 吐根等 も別に 扱わ紅た ．又 ，

カ レ 冖粉 の 主原料 ， 澤庵 漬の 色付 とし て費 され

て 居た鬱金 （誤 つ て姜黄 ともゆ う） も肝臓藥 ク

ル ク ロ ン の 原料 と して 製藥界 に乘 り出 し て來

たa

　 是等の 生藥は大部分は重要生藥 として我が藥

局方 に牧め られ， 叉 そ の 餘の 大部分は準藥局方

に 載せ られ て い る
’
絡戰後 ， 輸入が全 く閉ざさ

れた爲 めに ， 輸入生薬を使 用し て居た もの に は

それが大きない た で で ， 製藥事業に は い うまで

もない が p 家庭の 保健 に もひ び きが 大 きV ・ ，そ

こ で 轍入 して 居た生藥の うち國産で 代用で きる

もの が あれば， それに代 え よ うとつ とめ ， 我 國

で 手 に 入 i）得 る もの で も， 量や値段 の 點で 楡入

品に 頼つ て居た もの は ， 何 とか し て 之を自拾自

足 し よ うとつ とめる樣に なつ た．

　そ こで ，
一方 に 於て ， 生藥の輸入が 再び 開か

れ る樣 に 骨をお る と共に ， 他方 に 於 て は藥用植

物の 栽培 の 計i畫が 一一段 と うな が され るに 至 つ

た．

　藥用植物の栽培は從來も厚生省關係で 大い に

奬勵 して 居るが フ 戰爭 以來農家が蔬茱等利潤の

大きい もの の 栽培に 走 り， 低い 公定贋に
L
しば ら

れ て 居 る藥用値物の栽培 を うと ん じ， その 成績 ’

は思わ し くない ．野生品の 採集 も， 戰時 中は勤

勞 奉仕等の 力も興 つ て ど うにか あつ たが ， 戰後

は勞力が專 ら利潤の 多い 方へ 使 われる の で ， そ

れ も思 う様 IC行か ない ．そ こ で輸入品ばか りで

な く， 幗 産品冗 於 て も生藥 は苦 しい 釈 態に あ

る．

　我 國の 藥用植物栽培の 過去 の 成績はか な りす

第 2 號

ぐれ た もの で ある．明治珍 年和歌 山縣下の 試櫨

に始 まつ た ダル マ シ ヤ 原産の 除蟲菊の 栽培 は今

や 世界有數なもの に な つ た ．中華民國原産 の 川

苒や當歸 も， 今 目我國の 栽培品が民 國へ 輸出さ

れ ， 本場の 四川省 を驚かせ た 。

　 昨今は食用作物 とに らみ あわ せ ， 藥用作物の

栽培に 關 する各府縣へ の 割 り當て が大體定 め ら

れ， 栽培が奬勵され て 居るが ， 今後は他の あ ら

ゆる有 用作物 と共に ， 藥用作物栽培 も經濟 的に

も技術 的 ICも更 に 一段 とつ つ こ ん だ 計畫 と指導

を強め 2 入 口の 多い 割に 小 さい 國土 を最も有機

的に利用 し， 準和國家 として立 ち直 ろうとする

我 國經濟に 大 い に貢献 した い もの で ある．

　要す る に ， 今の 所， 外國生藥は まだ輸入が許

されぬ 爲め行 きすま り， 國産生藥は食用作物に

お されて 行 きす まつ て 居るが ， 生藥 の 需要は増

しこ そすれ ， 誠 る とは考 え られ な い ． それに

は ， ど うし て も輸入 に またな ければ な らない も

の は何とか して早 く輸入さ して もらう
「
よ うに努

力す る　
一方， 國内で 生産 して 來た もの は ， 少

くも國内需要量は生産を確保し， 我 國で 栽培で

きるもの で あ りな が ら生産費が輸入品 よ
ビ
リ高 く

つ くため國内の 栽培が行われな かつ た もの も何

とか して 栽培に 導き， 自給自足 をで きるだ けは

げむ．そ して 自給自足 して 餘分を生産す る 力を

た くわ えて J 製藥 ・製劑 と共に 生藥 も大 V・lce一

出し， 外貨 を得る役 目を も受持 つ
， 生藥の 生産

も， 過去 の 原始的な殻 を出來 るだ け早 くぬ い

で
， 進ん だ現代的な企業計書 に うつ し， 單に 入

k の 保健衛生に寄興 する ば か りで な く， 我 國の

經濟復興に
一
役買わねばな らぬ ．生藥の 生産に

つ い て は， 叉稿を改 め て論する つ もりで ある．

　昭和22年11月　（京都大學藥學科生藥學敦室）

第 2 表

品 名

殻

殻

殻

丸

萸

藥

釈

枳

択

　

　

　

　

茱

號

號

號

一

二

三

久

莫

芍

朝 鮮

數 　量・1單 　價 1金 　額

3，00D瓱
6ρODヴ

9，0QD〃

3，000ヴ
6ρ00〃

60，000〃

10崛 1了84．7B1

，14925983

．52864
．78

｛，747，67

睾，7」7“11

53、5廿3．40

68，955．00
88，516二80
25，943．40
104，860．20

1，D30，662．OO

中　 華　 民　　國

數 量 陣 價 1金 額

3ρ0晦
6，000〃
91000ノノ

60，000　ti

・1瀏

1，784，78　　　　53♪543。4D
1，t　49．25　　　68、955．OO
983響52　　　88，516．80
894．78　　　518，868．00

1，741．67　　　104，860．2D
1，117．アア　l　T21，46340

億　　 考
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　　　　　　　　　〔〕

　931，842．OO

1
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　　　　　　　　　0

　　18、339．84

　877，400．00

　　41，54T．60

　143，072．40
1，050，0eo．OO

　　15，291．00

9，259β32・72

i，OlO．062

．467．183

，
156．083

，804．ア81

，647．201

，
035．381
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本表は 日本生藥繝 會秕が昭翩 年8月作製，G．

’
H ．兜 嗟 した も の で ，生藥蝓 出が許されれば ， 昭

和22年度に は これだけ出せ る とい 5豫想を記す．

第 3 表

單價 GIF　〜00k　I　　金 額　 ｝内醫藥品向
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2，832，660．OQ
5，881β48．00

1，698，449・60

　　19
，868．60

2β11，012．00

　　49，947．75

　　30，〔｝62．00

　218，921．50

　　　7，Tt6，85

3，218，340．OO
　　67，608．60

　　　3，609．20

　　　8，897970

　　　4，778．95

4，109，080．GO

　t56
，351，50

　157，832。00

　186，916．08

　　16，278r50

　938，392．50

　t38冫495．00
　　46，502，50
1，608，630．00

　　　5，927・56

　738，840．00

tK

1K

iK

IK

　　751，57

　　588．20

　　629．48

　1，336．67

　2，071．28

　1，986．86

　　872．08

　1，109．95
　　751．55

　4，378．43

　1，543．31

16，091．10

　3，380，43

　　360．92

　　593．IB

　　955．79
20

，
545．40

　3，127，03

　1，578．32

　f，198曹18
　t，627．853
實753◆5τ

　　461．05

　f，860．10

　8，043．15

　2，963．78

北 支

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 ヴ

申 　 南 　 麦

　 　 〃

北 支 ・申 南 支

中 　 南 　 支

中南支 ・中南支 　1
申 南

〃

〃

ヴ

ヴ

ゲ

〃

ヴ

〃

支

中南 支海鏘殖民

申 南

〃

t／

t！

1

1

憑 峡 殖 民 地 1

・ i
　i
　 i

　 500K5

，000450

，000440
　OOO82

，0001

，000265

，0004
，5004

，0005

，000

　 500
　 2002

，0001

，0001

，500

　 500

　 2005

，0GO1

，000

｛5，6001
，00025

，00030

，0DO2

，500

　 200
　 20060

，00D海 1
　，

！，23」。40

嘗

苓

皮

草

根

膝

黄

香

予

花

蓮

黄

來

子

奈

子

否

砂

ソ

香

瀉

香

苓

智

瞻

石

藥

’

柏

梗

　

附

黄

歸

梔

君

　

ソ

箇

　

　

眼

仙

貲

黄

黄

眥

桔

牛

嘛

麗

香

紅

胡

牛

山

山

山

使

麝

絹

セ

小

澤

丁

茯

釜

熊

芦

阿

（49）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

筮 1 卷 　 第 2 號　
厂

檳

桂

沈

ホ

海

大

擲

人

風

子

皮

香

力

草

ウ ワ ウ ル シ 葉

小 　 豆 　 蒄

海 陜 殖 民 池
佛 　 　 　 　印

　 　 ヴ

　 　 ゲ

薹 灣 ・朝 鮮

シ 　 　 ヤ 　 　 ム

印　 　 　 　 度

　 　 ケ

　 IS608G

，OOO．
　 1．ODO

　 　 60340
，00023

，00015

，00010

，000

　 　 878．18

　 　 　 96ヰ．61
　 　 13，274．50

　 　 　 254．07

　 　 1，660．00

　 　 　 203．73

　　 5，552．3．8

IK 　 　 35．14

　 14，5Z7・．78

了71，688．00
1．32，745．OO

　 　 1524斗

5，644，00000

　 46，857・9〔｝

832，857．00
351，4DO．00

160

60300
，00020poe

・

15，00010

，eOO

合 計 i1 ・873，22・ i 32，288，912．36

　 　 　　 　 　 　 第 4 表

昭郡 2年か ら 11年に 至 る10年聞 の 生藥 の 轍入量及額

19271gz8tg291930193119321933193419351936
量：（キ ロ グ ラ ム ）
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15
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，
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本表 の 數字 は記録 に あらわれた最眠の 數字で あつ

て ，且 叉香油 ， 脂肪油等も入つ て あらず ， 實際の

數字 は もつ と大 きい ．

第 5 表

・ 品 名 障 剥 品 名 「數 量

甘 　 草
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蘂用植物哉培の現歌 と其 の將來 に就て

橋 　 本 　 義 　 一

Y．HAs皿 皿 QTo ： The　Present　and 　the
．
　Future　of　the　Cultivation

of 　our 　 Medicinal　 Piants，

第一節 藥用櫨物栽墳 の 現櫃

　戰孚絡結既 に
一
年孚 ， 茲に 日本の 製藥業界 も

國の 内外 よ り起因す る客親的諸傑件に 一部轉喚

を餘餞な くされる に 到 つ た事は衆知の 事で あろ

う．其 の 結果はキ グ ス 男 ナ マ ヤ ク等 と稱 ばれ

一般的 に は極め て 冷遇覗 されて い た 生薬が 峙 の

脚光を浴び て各地に於 ける生藥に 關する懇談會

或は生藥増産協議會等 と なつ て 表 れ頻 りに 開催

されつ つ あるの は 正 に 生藥價値 の 再確認時代と

で も謂 うべ き で あろ うか ， と もあPt・iLkの熾ん な

生藥熱が 如何て 具體化され つ つ あるか ， 且 つ 亦
』
現在の實際耕作反別は如何を別表 iで 依つ て 邇べ

た い と思 う．
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